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〔
書
　
評
〕

塩
谷
昌
史
著
『
ロ
シ
ア
綿
業
発
展
の
契
機
─
ロ
シ
ア
更
紗
と
ア
ジ
ア
商
人

─
』

岩　

本　

真　

一

一　

本
書
の
概
要

　

本
書
は
一
九
世
紀
前
半
ロ
シ
ア
の
綿
織
布
業
（
特
にchintz

＝
更

紗
）
と
捺
染
業
の
発
展
を
軸
に
、
生
産
、
流
通
、
消
費
の
過
程
を
捉

え
た
研
究
書
で
あ
る
。

　

第
一
部
「
モ
ノ
研
究
」
に
は
「
序
章　

視
角
と
方
法
」
が
当
て
ら

れ
、
民
俗
学
か
ら
着
想
を
得
た
モ
ノ
研
究
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
る
。

経
済
統
計
だ
け
で
な
く
非
文
字
資
料
（
写
真
、
絵
画
、
現
物
）
な
ど

の
モ
ノ
に
注
視
す
る
こ
と
で
跨
境
史
が
必
要
と
さ
れ
、
地
理
的
視
野

は
ロ
シ
ア
を
超
え
、
対
ア
ジ
ア
貿
易
や
露
英
輸
出
競
争
へ
と
広
が
る
。

連
続
説
に
も
と
づ
い
た
時
間
的
視
野
も
長
大
で
、
一
九
世
紀
ロ
シ
ア

経
済
史
を
工
業
化
の
観
点
か
ら
一
貫
し
て
捉
え
る
。
流
通
的
視
野
は

綿
織
物
の
種
類
と
消
費
（
衣
服
そ
の
他
）
へ
と
広
が
り
、
一
層
具
体

的
に
研
究
を
掘
り
下
げ
て
い
く
。

　

本
論
は
、
第
二
部
（
生
産
）、
第
三
部
（
流
通
）、
第
四
部
（
消
費
）

に
分
か
れ
て
い
る
。

（
1
）　
更
紗
の
生
産

　

第
二
部
「
更
紗
の
生
産
」
で
は
、
棉
花
生
産
が
難
し
い
ロ
シ
ア
で

の
綿
工
業
の
展
開
と
輸
出
化
、
お
よ
び
染
色
業
の
発
展
を
取
り
上
げ

る
。

①
第
一
章
「
ロ
シ
ア
綿
工
業
の
発
展
と
ア
ジ
ア
向
け
綿
織
物
輸
出
」
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本
章
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
製
綿
糸
輸
入
を
起
点
に
一
七
世
紀
の
ア

ス
ト
ラ
ハ
ン
で
最
初
の
綿
工
業
が
勃
興
し
、
一
八
世
紀
半
ば
か
ら

ヴ
ォ
ル
ガ
川
沿
岸
の
綿
工
業
地
域
が
形
成
さ
れ
、
一
九
世
紀
初
頭
に

中
央
工
業
地
域
（
モ
ス
ク
ワ
県
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
県
）
で
綿
織
物
業
と

捺
染
業
が
発
展
し
た
。

　

一
九
世
紀
前
半
ロ
シ
ア
の
国
内
綿
布
消
費
市
場
は
未
発
達
で
あ
っ

た
分
、
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
は
輸
出
志
向
を
強
め
た
。
一
九
世
紀
前
半

ロ
シ
ア
の
外
国
貿
易
に
占
め
る
ア
ジ
ア
貿
易
の
割
合
は
一
〇
％
程
度

で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
を
輸
入
し
た
唯
一
の
地
域
が
ア
ジ

ア
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ジ
ア
市
場
を
ペ
ル
シ
ア
・
オ
ス
マ
ン
帝
国
、

中
央
ア
ジ
ア
、
清
国
の
三
地
域
に
区
分
し
、
中
央
ア
ジ
ア
が
一
九
世

紀
前
半
の
最
も
安
定
し
た
綿
織
物
輸
出
先
で
あ
っ
た
と
貿
易
統
計
か

ら
導
出
さ
れ
て
い
る
（
次
い
で
清
国
）。

　

一
九
世
紀
初
頭
に
イ
ン
ド
を
植
民
地
と
し
た
英
国
が
カ
シ
ミ
ー
ル

や
カ
ブ
ー
ル
経
由
で
中
央
ア
ジ
ア
へ
綿
織
物
輸
出
を
開
始
し
た
。
当

初
は
イ
ン
ド
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
山
脈
を
経
た
流
通
コ
ス
ト
に

よ
っ
て
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
は
守
ら
れ
て
い
た
が
、
一
八
四
〇
年
代
以

降
、
モ
ス
リ
ン
は
「
品
質
の
点
で
英
国
製
品
と
競
合
で
き
ず
」（
五

八
頁
）
に
打
撃
を
受
け
、
結
果
的
に
ロ
シ
ア
は
モ
ス
リ
ン
販
売
市
場

を
喪
失
し
た
。
他
方
、
更
紗
は
輸
出
規
模
を
維
持
し
た
。

②
第
二
章
「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
県
（
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ォ
）
に
お
け
る
更
紗

生
産
の
発
展
─
染
色
工
程
が
牽
引
す
る
工
業
化
」

　

本
章
で
は
ロ
シ
ア
染
色
業
の
展
開
を
述
べ
て
い
る
。

　

同
県
周
辺
は
「
黄
金
の
環
」
と
よ
ば
れ
る
教
会
密
集
地
域
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
正
教
会
の
関
係
か
ら
イ
コ
ン
画
制
作
が
盛
ん
で
、
着
色
技
法

の
共
通
性
か
ら
麻
織
物
・
綿
織
物
へ
と
応
用
さ
れ
た
。
一
八
世
紀
初

頭
に
ロ
シ
ア
政
府
は
ド
イ
ツ
か
ら
染
色
技
術
者
を
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
へ
誘
致
し
、
世
紀
半
ば
に
は
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
県
の
染
色
業

者
た
ち
が
訪
問
し
た
。
ロ
シ
ア
内
で
ド
イ
ツ
染
色
技
術
が
開
放
さ
れ

る
な
か
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
業
者
た
ち
は
欧
州
志
向
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ

ル
県
の
業
者
た
ち
は
ア
ジ
ア
志
向
へ
向
か
い
区
別
化
を
図
っ
た
。

　

さ
ら
に
染
色
業
を
促
進
さ
せ
た
の
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
大
陸

封
鎖
（
一
八
〇
八
～
一
二
年
）、
一
二
年
の
モ
ス
ク
ワ
進
行
、
二
五
年

の
欧
州
経
済
危
機
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
国
内
お
よ
び
欧

州
か
ら
の
染
色
業
者
の
流
入
が
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
県
に
向
け
て
始
ま
っ

た
。
そ
の
結
果
、
染
色
に
必
要
な
濃
硫
酸
や
媒
染
剤
な
ど
の
普
及
が

加
速
し
、
地
元
や
県
外
の
定
期
市
か
ら
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
県
へ
綿
糸
、

油
化
製
品
、
化
学
製
品
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
、
茜
、
硫
酸
な
ど
の
綿
織
物

染
織
原
料
が
運
ば
れ
た
。
な
か
に
は
染
色
工
場
に
紡
績
工
場
と
織
物

工
場
を
併
設
す
る
企
業
家
が
出
現
し
た
（
三
部
門
結
合
工
場
）。



177

　

染
色
業
発
展
前
後
か
ら
密
接
に
な
っ
て
い
っ
た
ロ
シ
ア
・
中
央
ア

ジ
ア
関
係
を
「
工
業
化
に
よ
り
ロ
シ
ア
は
、
中
央
ア
ジ
ア
商
品
の
輸

入
代
替
を
実
現
し
（
中
略
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
工
業
化
に
よ
り
、
ア

ジ
ア
商
品
を
輸
入
代
替
し
た
構
図
と
相
似
」（
九
四
頁
）
す
る
と
導

出
さ
れ
る
。

（
2
）　
更
紗
の
流
通

　

第
三
部
は
「
更
紗
の
流
通
」
で
、
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
定
期
市
を
起
点

に
中
央
ア
ジ
ア
・
清
国
と
の
貿
易
網
を
論
じ
て
い
る
。

①
第
三
章
「
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
定
期
市
に
お
け
る
綿
織
物
の
取
引
」

　

本
章
は
ロ
シ
ア
最
大
の
定
期
市
で
あ
っ
た
同
定
期
市
を
取
り
上
げ
、

取
引
商
品
お
よ
び
綿
織
物
の
占
め
る
比
重
を
考
察
す
る
。
第
二
部
が

ロ
シ
ア
北
西
部
地
域
の
対
中
央
ア
ジ
ア
貿
易
の
発
展
と
い
う
角
度
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
章
は
同
定
期
市
を
通
じ
た
外
国
貿
易
志
向
か

ら
国
内
市
場
志
向
へ
の
転
換
に
注
目
し
た
。
こ
の
転
換
の
要
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
一
八
四
〇
年
頃
の
国
内
更
紗
市
場
の
拡
大
と
対

ペ
ル
シ
ア
貿
易
の
減
退
で
あ
る
。

　

ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
定
期
市
は
国
際
商
業
都
市
で
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
の

各
地
か
ら
多
数
の
商
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
特
に
ロ
シ
ア
・
ア
ジ
ア

貿
易
で
重
要
と
な
る
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
と
ブ
ハ
ラ
商
人
が
関
与
し
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
対
ペ
ル
シ
ア
貿
易
、
対
中
央
ア
ジ
ア
貿
易
が

維
持
さ
れ
て
い
た）（
（

。
一
九
世
紀
中
期
に
か
け
て
同
定
期
市
の
取
引
内

容
は
、
ロ
シ
ア
商
品
が
欧
州
商
品
・
ア
ジ
ア
商
品
よ
り
抜
き
ん
で
て

い
く
様
が
出
荷
額
ベ
ー
ス
で
グ
ラ
フ
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ラ
フ

は
ロ
シ
ア
商
品
の
内
訳
へ
、
さ
ら
に
織
物
商
品
の
内
訳
へ
と
焦
点
が

絞
ら
れ
（
グ
ラ
フ
3
─

2
～
3
─

4
）、
ロ
シ
ア
商
品
の
最
大
額
を
誇
っ

た
の
が
織
物
で
あ
り
、
ま
た
綿
織
物
で
あ
っ
た
点
が
明
確
に
理
解
で

き
る
。

　

さ
ら
に
、
綿
織
物
の
生
産
地
域
別
（
ロ
シ
ア
製
、
欧
州
製
、
ア
ジ
ア

製
）
に
区
分
し
、
そ
の
違
い
を
検
討
す
る
。
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
の
キ

タ
イ
カ
や
南
京
木
綿
が
毛
織
物
製
品
の
普
及
に
よ
っ
て
取
引
規
模
を

縮
小
し
、
後
に
は
キ
ャ
ラ
コ
、
綿
ビ
ロ
ー
ド
、
モ
ス
リ
ン
が
規
模
を

大
き
く
し
た
。
欧
州
製
綿
織
物
で
は
、
更
紗
・
モ
ス
リ
ン
を
は
じ
め
、

従
来
の
ロ
シ
ア
服
飾
大
系
に
無
い
チ
ュ
ー
ル
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
ピ

ケ
な
ど
も
取
引
さ
れ
た
。
こ
こ
に
著
者
は
欧
州
製
品
を
「
モ
ー
ド
の

女
性
用
服
飾
に
使
用
さ
れ
た
」（
一
二
六
頁
）
と
特
徴
づ
け
る
。
ア

ジ
ア
製
綿
織
物
は
中
央
ア
ジ
ア
経
由
を
含
み
、
更
紗
、
キ
ャ
ラ
コ
、

ブ
ル
メ
タ
な
ど
の
他
に
、
タ
ー
バ
ン
、
ハ
ラ
ー
ト
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
用
衣
料
が
多
か
っ
た
。
同
定
期
市
を
つ
う
じ
た
ロ
シ
ア
製
更
紗

の
輸
出
が
小
さ
い
の
は
既
述
の
国
内
更
紗
市
場
の
拡
大
が
背
景
と
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な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
第
四
章
「
ア
ジ
ア
商
人
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ロ
シ
ア
の
綿
織

物
輸
出
」

　

本
章
は
、
こ
れ
ま
で
著
者
が
描
い
て
き
た
ロ
シ
ア
、
ペ
ル
シ
ア
、

中
央
ア
ジ
ア
の
綿
織
物
貿
易
を
清
国
に
ま
で
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
章
の
関
心
は
「
ロ
シ
ア
国
内
で
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
が
、
ど
の
よ
う

に
運
ば
れ
た
か
、
ロ
シ
ア
国
境
を
越
え
た
後
、
い
か
な
る
商
人
が
、

ど
の
よ
う
な
流
通
網
で
、
綿
織
物
を
輸
送
し
た
か
」（
一
三
三
頁
）

に
向
け
ら
れ
る
。

　

対
ペ
ル
シ
ア
貿
易
で
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
活
躍
し
た
。
一
九
世
紀

の
ロ
シ
ア
・
ペ
ル
シ
ア
貿
易
で
ロ
シ
ア
国
内
の
流
通
拠
点
は
テ
ィ
フ

リ
ス
、
ペ
ル
シ
ア
国
内
の
拠
点
は
国
際
的
貿
易
都
市
タ
ブ
リ
ー
ズ
で

あ
っ
た
。
ペ
ル
シ
ア
市
場
で
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
か
ら
欧
州
製
更
紗

を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
ペ
ル
シ
ア
商
人
と
、
テ
ィ
フ
リ
ス
か
ら
ロ
シ

ア
製
更
紗
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
の
思
惑
が
ぶ
つ

か
り
、
ロ
シ
ア
製
更
紗
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
メ
ニ

ア
商
人
は
欧
州
製
更
紗
の
輸
入
に
注
力
す
る
。
一
八
四
〇
年
代
末
の

蒸
気
船
登
場
に
よ
り
、
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
が

海
路
で
結
ば
れ
る
こ
と
で
ロ
シ
ア
国
籍
ギ
リ
シ
ア
商
人
が
英
国
か
ら

ペ
ル
シ
ア
へ
英
国
製
更
紗
の
輸
出
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
陸
路

を
中
心
と
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
と
海
路
を
軸
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
商

人
間
で
棲
み
分
け
が
生
じ
、
対
ペ
ル
シ
ア
貿
易
は
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人

に
よ
っ
て
継
続
的
に
進
め
ら
れ
た
。

　

ロ
シ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
貿
易
で
は
ブ
ハ
ラ
商
人
が
活
躍
し
た
。
ブ

ハ
ラ
は
長
期
に
わ
た
り
ユ
ー
ラ
シ
ア
交
通
の
要
衝
と
し
て
機
能
し
て

き
た
。

　

一
八
世
紀
に
は
ロ
シ
ア
国
境
内
に
ブ
ハ
ラ
商
人
が
積
極
的
に
出
入

し
た
。
ロ
シ
ア
政
府
が
外
国
商
人
に
対
す
る
国
内
取
引
規
制
に
彼
ら

を
例
外
と
し
た
た
め
で
、
ブ
ハ
ラ
商
人
は
、
ト
ボ
リ
ス
ク
や
、
カ
ザ

ン
と
イ
ル
ギ
ス
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
オ
レ
ン
ブ
ル
ク
ま
で
進
出

し
た
。

　

一
九
世
紀
初
頭
ま
で
ロ
シ
ア
は
中
央
ア
ジ
ア
へ
毛
皮
を
輸
出
し
た

が
、
世
紀
前
半
の
初
期
工
業
化
を
つ
う
じ
、
綿
織
物
輸
出
（
更
紗
や

モ
ス
リ
ン
）
へ
転
換
し
た
。
既
述
の
と
お
り
、
ペ
ル
シ
ア
、
中
央
ア

ジ
ア
、
清
国
の
な
か
で
、
中
央
ア
ジ
ア
は
最
も
安
定
し
た
輸
出
先
で

あ
っ
た
。
ブ
ハ
ラ
商
人
は
中
央
ア
ジ
ア
の
消
費
者
の
嗜
好
や
デ
ザ
イ

ン
情
報
を
集
め
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
県
の
織
物
業
者
へ
伝
え
た
と
い
う
。

　

中
央
ア
ジ
ア
へ
の
綿
織
物
輸
出
の
拡
大
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
は
中

央
ア
ジ
ア
か
ら
綿
織
物
の
原
材
料
と
し
て
棉
花
と
染
料
（
コ
チ
ニ
ー

ル
や
茜
）
を
輸
入
す
る
が
、
輸
入
超
過
に
よ
っ
て
対
中
央
ア
ジ
ア
貿
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易
は
赤
字
へ
と
転
落
す
る
（
米
国
綿
花
の
輸
入
も
増
加
）。
し
か
し
、

両
地
域
の
関
係
は
密
接
で
あ
り
続
け
た
。
そ
も
そ
も
、
中
央
ア
ジ
ア

棉
花
は
ロ
シ
ア
内
の
紡
績
機
械
に
適
合
せ
ず
、
米
国
独
立
戦
争
時
に

米
国
棉
花
の
輸
入
が
途
絶
え
た
ロ
シ
ア
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
米
国
棉

花
の
移
植
を
促
進
さ
せ
、
棉
花
供
給
基
地
と
し
て
の
機
能
を
担
わ
せ

た
の
で
あ
る
。

　

本
章
の
最
後
に
、
シ
ベ
リ
ア
商
人
と
山
西
商
人
に
担
わ
れ
た
露
清

貿
易
が
述
べ
ら
れ
る
。
露
清
貿
易
の
端
緒
は
一
七
二
七
年
の
キ
ャ
フ

タ
条
約
で
、
バ
ー
タ
ー
貿
易
の
形
を
と
り
、
バ
ー
タ
ー
基
準
は
綿
織

物
（
キ
タ
イ
カ
）
で
あ
っ
た
。

　

一
七
三
〇
年
に
清
朝
商
人
が
キ
ャ
フ
タ
川
左
岸
の
清
朝
領
内
に
移

住
し
、
買
売
城
と
い
う
貿
易
都
市
を
建
設
し
て
在
庫
街
と
し
た
。
買

売
城
と
キ
ャ
フ
タ
を
往
復
し
、
両
都
市
は
露
清
貿
易
の
拠
点
と
な
っ

た
。
従
来
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
貿
易
は
一
七
五
五
年
に
廃
止
さ
れ
、
以
降

の
露
清
貿
易
拡
大
に
と
も
な
っ
て
キ
ャ
フ
タ
と
買
売
城
は
世
帯
数
を

増
加
さ
せ
た
。
買
売
城
で
山
西
商
人
が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
く
の
は

一
七
九
二
年
以
後
、
同
商
人
が
買
売
城
に
自
身
の
店
舗
を
構
え
は
じ

め
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
か
ら
清
朝
へ
の
輸
出
品
は
一
八
世
紀
で
は
特
に
北
部
を
対

象
と
し
た
毛
皮
で
、
ロ
シ
ア
製
、
欧
州
製
、
中
央
ア
ジ
ア
製
の
さ
ま

ざ
ま
な
毛
皮
が
清
朝
へ
輸
出
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
初
期
工
業
化
以
後
は
、

清
朝
へ
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
、
特
に
更
紗
と
南
京
木
綿
が
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
（
三
〇
年
代
以
降
は
綿
ビ
ロ
ー
ド
の
比
重
が
増
加
）。
以
後
、

一
八
五
八
年
の
天
津
条
約
、
六
二
年
の
陸
路
通
商
協
定
に
よ
っ
て
ロ

シ
ア
商
人
は
清
朝
内
の
流
通
網
に
直
接
参
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
従

来
の
貿
易
ル
ー
ト
は
変
更
さ
れ
た
。

（
3
）　
更
紗
の
消
費

　

第
四
部
は
「
更
紗
の
消
費
」
で
、
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
の
ア
ジ
ア
市

場
に
お
け
る
位
置
と
、
一
九
世
紀
服
飾
文
化
の
影
響
を
論
じ
て
い
る
。

①
第
五
章
「
ア
ジ
ア
綿
織
物
市
場
に
お
け
る
ロ
シ
ア
製
品
の
位
置
」

　

本
章
で
は
ロ
シ
ア
内
外
の
消
費
者
が
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
を
ど
の
よ

う
に
受
容
し
、
服
飾
文
化
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
か
を
検
討
し
て
い

る
。
本
章
の
核
心
は
、
川
勝
平
太
や
沢
井
実
の
観
点
を
参
照
し
、
綿

織
物
の
輸
出
先
に
よ
っ
て
製
品
が
異
な
っ
て
い
た
点
に
注
目
し
た
こ

と
に
あ
る
（
同
一
製
品
の
複
数
市
場
）。

　

本
章
で
著
者
は
ア
ジ
ア
綿
織
物
市
場
を
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
（
ペ
ル
シ

ア
）、
ブ
ハ
ラ
（
中
央
ア
ジ
ア
）、
キ
ャ
フ
タ
（
清
国
）
の
三
地
域
に

分
け
る
。
ま
ず
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
は
従
来
か
ら
英
露
競
争
に
研
究
関

心
が
偏
向
し
て
い
た
点
に
注
意
を
促
し
、
ペ
ル
シ
ア
棉
花
を
起
点
と
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し
た
綿
織
物
生
産
が
地
元
で
確
立
し
て
い
た
事
実
と
、「
長
期
に
わ

た
り
イ
ン
ド
製
綿
織
物
が
輸
入
さ
れ
て
き
た
歴
史
」（
一
六
八
頁
）

を
確
認
し
、
ロ
シ
ア
製
、
英
国
製
、
ペ
ル
シ
ア
製
、
イ
ン
ド
製
の
競

合
と
し
て
と
ら
え
直
す
。

　

タ
ブ
リ
ー
ズ
市
場
で
取
引
さ
れ
た
の
は
特
に
更
紗
と
キ
ャ
ラ
コ
で
、

更
紗
市
場
は
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
全
面
的
に
イ
ン
ド
に
依
存
し
て
い

た
が
、
そ
の
模
倣
と
し
て
国
内
生
産
が
開
始
さ
れ
、
イ
ン
ド
製
に
比

し
て
低
品
質
・
低
価
格
に
よ
っ
て
一
定
の
販
路
を
見
出
し
た
。
ロ
シ

ア
と
英
国
が
同
市
場
に
輸
出
を
始
め
た
の
は
一
八
二
〇
年
代
前
半
の

こ
と
で
、
英
国
製
は
イ
ン
ド
製
と
デ
ザ
イ
ン
が
酷
似
し
て
い
た
た
め

印
英
製
が
競
合
関
係
に
入
っ
た
。

　

当
初
、
イ
ン
ド
製
よ
り
低
価
格
で
あ
っ
た
が
色
落
ち
の
欠
陥
を
有

し
た
英
国
製
は
衣
服
の
裏
地
に
利
用
さ
れ
、
ペ
ル
シ
ア
製
品
と
の
競

合
に
お
い
て
は
捺
染
技
術
で
上
を
い
く
英
国
製
が
富
裕
層
向
け
に

シ
ェ
ア
を
拡
大
し
た
。
四
〇
年
代
に
色
落
ち
問
題
を
解
消
し
た
英
国

製
は
さ
ら
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
、
更
紗
市
場
を
支
配
し
て
い
く
。
ロ

シ
ア
製
は
三
〇
年
代
に
輸
出
が
試
み
ら
れ
た
が
、
デ
ザ
イ
ン
企
画
に

お
い
て
競
争
力
を
も
て
ず
に
撤
退
し
、
辛
う
じ
て
色
落
ち
の
な
い
緑

色
更
紗
の
み
が
一
定
の
販
売
を
維
持
し
た
。

　

次
い
で
キ
ャ
ラ
コ
市
場
で
は
一
八
二
〇
年
代
前
半
ま
で
ペ
ル
シ
ア

産
（
つ
ま
り
国
産
）
の
み
が
販
売
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
二
七
年
に

英
国
か
ら
米
綿
原
料
の
キ
ャ
ラ
コ
「
ア
メ
リ
カ
ン
」
が
輸
入
さ
れ
、

捺
染
後
に
衣
服
や
テ
ン
ト
と
し
て
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
英
国

製
は
ペ
ル
シ
ア
製
よ
り
低
価
格
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
。
ロ
シ
ア
製

は
一
八
三
〇
年
以
降
に
輸
出
が
試
み
ら
れ
た
が
、
四
〇
年
代
前
半
ま

で
英
国
綿
糸
に
依
存
し
て
い
た
ロ
シ
ア
製
は
価
格
競
争
力
で
英
国
製

に
劣
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
市
場
で
は
英
国
製
が
大
き
な
シ
ェ
ア

を
誇
っ
た
が
、
こ
れ
を
支
え
た
の
が
欧
州
陸
路
を
活
用
し
た
ア
ル
メ

ニ
ア
商
人
で
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
定
期
市
で
の
買
い
付
け
を
行
な
っ
た
。

一
八
四
〇
年
代
後
半
か
ら
は
英
国
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
を
経
由
し
て
ペ

ル
シ
ア
へ
輸
出
す
る
ル
ー
ト
が
加
わ
り
、
こ
の
ル
ー
ト
に
は
既
述
の

ギ
リ
シ
ア
商
人
が
介
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
製
の
デ
ザ
イ
ン
競
争
力
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
市
場
で
劣
っ
て
い

た
が
、
ブ
ハ
ラ
市
場
で
は
趣
が
異
な
っ
た
。

　

中
央
ア
ジ
ア
で
は
ブ
ハ
ラ
、
ヒ
ヴ
ァ
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
な
ど
で
棉

花
が
栽
培
さ
れ
、
粗
織
り
キ
ャ
ラ
コ
、
更
紗
、
縞
木
綿
、
ベ
ー
ル
な

ど
の
綿
織
物
生
産
が
盛
ん
で
、
ロ
シ
ア
を
含
む
周
辺
諸
地
域
へ
輸
出

も
さ
れ
た
。
ブ
ハ
ラ
市
場
へ
ロ
シ
ア
製
が
浸
透
し
た
の
は
一
八
三
〇

年
代
前
半
の
こ
と
で
、
ブ
ハ
ラ
製
と
の
競
合
は
確
認
で
き
ず
、
著
者
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は
ロ
シ
ア
製
が
二
倍
以
上
だ
と
い
う
価
格
差
に
注
目
し
、
ロ
シ
ア
製

（
更
紗
、
亜
麻
交
織
の
白
木
綿
、
キ
ャ
ラ
コ
、
モ
ス
リ
ン
）
が
富
裕
層
の

購
入
す
る
奢
侈
品
だ
っ
た
と
洞
察
す
る
。
ロ
シ
ア
更
紗
は
部
屋
着
の

裏
地
や
女
性
用
下
着
に
利
用
さ
れ
、
白
木
綿
と
キ
ャ
ラ
コ
は
富
裕
層

の
下
着
生
地
、
モ
ス
リ
ン
は
高
官
の
タ
ー
バ
ン
に
利
用
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
ロ
シ
ア
製
は
ほ
と
ん
ど
が
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
県
産
で
、
ポ
シ
ー

リ
ン
工
場
製
が
特
に
著
名
で
あ
っ
た
。

　

ブ
ハ
ラ
製
と
ロ
シ
ア
製
が
棲
み
分
け
し
て
い
た
ブ
ハ
ラ
市
場
に
英

国
製
が
参
入
し
て
き
た
の
は
一
八
四
〇
年
代
初
頭
の
こ
と
で
あ
る
。

英
国
製
は
低
価
格
で
、
更
紗
、
白
木
綿
、
モ
ス
リ
ン
な
ど
が
多
く
占

め
、
ロ
シ
ア
製
と
競
合
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
実
際
、
一
時
期

は
ロ
シ
ア
製
が
低
迷
し
た
が
、
英
国
製
に
は
織
物
の
長
さ
の
測
定
基

準
の
違
い
や
、
仕
立
に
く
さ
、
更
紗
の
色
彩
の
不
鮮
明
さ
、
編
糸
に

綿
糸
を
固
定
さ
せ
て
い
な
い
な
ど
の
不
満
が
多
く
、
他
方
で
、
ポ

シ
ー
リ
ン
工
場
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
製
は
消
費
者
嗜
好
を
つ
か

ま
え
、
結
局
の
と
こ
ろ
ロ
シ
ア
製
が
優
勢
に
な
っ
た
。

　

キ
ャ
フ
タ
市
場
に
お
け
る
露
清
貿
易
に
移
る
。
従
来
は
清
国
製
綿

織
物
が
ロ
シ
ア
へ
輸
出
さ
れ
、
一
八
世
紀
に
は
清
国
か
ら
の
輸
入
総

額
の
約
六
割
を
綿
織
物
が
占
め
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
キ
ャ
フ
タ
市

場
の
転
換
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
が
増
加
し
、
ま
た
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
商
品
と
し
て
英
国
製
も
清
国
へ
輸
出
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
前

半
の
キ
ャ
フ
タ
市
場
に
は
、
清
国
製
、
ロ
シ
ア
製
、
英
国
製
が
併
存

し
た
。

　

キ
ャ
フ
タ
市
場
の
清
国
製
綿
織
物
に
は
キ
タ
イ
カ
（
平
織
青
色
）、

ダ
バ
（
赤
や
青
に
染
色
さ
れ
た
更
紗
風
粗
布
）
が
あ
り
、
対
露
輸
出
で

は
キ
タ
イ
カ
が
九
割
、
ダ
バ
が
一
割
を
占
め
た
。
ロ
シ
ア
製
綿
織
物

に
は
更
紗
、
キ
ャ
ラ
コ
、
亜
麻
交
織
の
白
木
綿
、
南
京
木
綿
な
ど
が

あ
り
、
特
に
更
紗
と
南
京
木
綿
が
、
清
国
内
陸
部
の
消
費
者
に
好
ま

れ
た
。
三
〇
年
代
に
な
る
と
モ
ス
ク
ワ
製
綿
ビ
ロ
ー
ド
が
比
重
を
増

し
、
キ
ャ
フ
タ
市
場
で
英
国
製
と
競
合
し
た
。

　

英
国
は
清
国
へ
綿
織
物
を
輸
出
し
た
最
初
の
国
で
あ
っ
た
。
そ
の

主
た
る
品
目
が
綿
ビ
ロ
ー
ド
で
、
陸
路
で
は
更
紗
や
南
京
木
綿
な
ど

を
、
海
路
で
は
長
布
、
白
木
綿
、
布
製
家
庭
用
品
な
ど
を
清
国
へ
輸

出
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
英
国
製
の
う
ち
、
三
〇
年
代
か
ら
の
ロ
シ
ア

製
の
対
清
輸
出
に
よ
っ
て
打
撃
を
受
け
た
の
が
綿
ビ
ロ
ー
ド
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
企
業
家
が
清
国
側
の
要
求
と
嗜
好
を
把
握
し
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
製
品
開
発
を
行
な
い
、
ま
た
価
格
低
下
を
実
現
さ
せ
た
点
に
、

著
者
は
ロ
シ
ア
製
優
位
の
要
因
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
綿
ビ
ロ
ー

ド
に
関
し
て
は
清
国
側
の
尺
度
に
沿
っ
た
寸
法
で
供
給
し
た
点
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
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以
上
、
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
の
輸
出
は
主
に
中
央
ア
ジ
ア
と
清
国
に

お
い
て
成
功
を
お
さ
め
た
。

②
第
六
章
「
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
と
服
飾
文
化
の
変
容
」

　

一
九
世
紀
後
半
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
の
農
民
衣
料
は
自
家
製
麻
織
物

か
ら
既
成
綿
織
物
へ
変
化
し
た
。
こ
の
こ
と
を
扱
っ
た
の
が
本
章
で

あ
る
。
ロ
シ
ア
は
一
六
世
紀
か
ら
ア
ジ
ア
製
綿
織
物
を
輸
入
し
て
き

た
が
、
こ
の
間
、
中
央
ア
ジ
ア
製
の
赤
更
紗
「
ク
マ
ー
チ
の
赤
」

（
二
一
二
頁
）
へ
の
憧
憬
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　

一
九
世
紀
前
半
の
ロ
シ
ア
初
期
工
業
化
に
よ
っ
て
赤
更
紗
の
国
産

が
実
現
し
、
赤
更
紗
や
更
紗
な
ど
の
既
製
綿
織
物
が
ロ
シ
ア
北
部
へ
、

同
世
紀
後
半
に
は
南
部
へ
普
及
し
た
。
こ
の
間
、
ロ
シ
ア
は
中
央
ア

ジ
ア
へ
赤
更
紗
を
輸
出
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
赤
更
紗
は
中
央
ア

ジ
ア
の
農
民
・
遊
牧
民
に
な
じ
み
深
い
色
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
第
五
部
は
結
論
と
し
て
終
章
「
ロ
シ
ア
更
紗
と
ア
ジ
ア

商
人
─
近
代
の
始
ま
り
─
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
次
節
で
検
討
し
た
い
。

二　

本
書
の
批
評

（
1
）　
終
章
に
対
す
る
批
評

　

さ
て
、
第
五
部
終
章
の
主
な
論
点
は
、
遠
隔
地
貿
易
が
一
五
世
紀

末
に
リ
レ
ー
式
貿
易
か
ら
無
寄
港
貿
易
へ
と
転
換
し
た
点
（
Ⅰ
「
遠

隔
地
貿
易
の
転
換
」）、
自
然
環
境
の
克
服
と
赤
更
紗
へ
の
憧
憬
に
よ

る
ロ
シ
ア
初
期
工
業
化
、
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
を
近
代
の
開
始
と

み
る
点
（
Ⅲ
）
で
あ
る
。

　

遠
隔
地
貿
易
の
転
換
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
よ

る
複
数
商
業
圏
を
統
括
す
る
貿
易
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
、
大
西
洋
貿

易
と
ア
ジ
ア
貿
易
の
情
報
・
商
品
管
理
に
よ
っ
て
膨
大
な
貿
易
手
数

料
収
入
を
実
現
さ
せ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
要
約
は
明
確
で
あ
る
が
、

続
く
Ⅱ
「
ロ
シ
ア
の
初
期
工
業
化
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
貿

易
の
あ
り
方
と
オ
ラ
ン
ダ
の
貿
易
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
は
不
明
瞭
で

あ
る
。
ロ
シ
ア
の
陸
路
貿
易
と
オ
ラ
ン
ダ
型
貿
易
シ
ス
テ
ム
と
を
簡

単
に
で
も
比
較
し
て
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
露
英
輸
出

競
争
を
論
じ
る
さ
い
に
も
海
路
貿
易
と
の
比
較
は
避
け
ら
れ
な
い
。

ロ
シ
ア
が
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
海
路
貿
易
へ
積
極
的
に
踏
み
込
む

展
望
も
添
え
て
ほ
し
い
（
実
際
に
そ
う
な
ら
ば
）。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

キ
ャ
フ
タ
貿
易
か
ら
開
港
地
貿
易
へ
の
転
換
と
い
う
新
た
な
露
清
貿

易
の
形
成
を
も
想
起
し
や
す
い
。

　

た
だ
し
、
初
期
工
業
化
を
遂
げ
て
以
来
、
一
九
世
紀
後
半
の
ロ
シ

ア
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
遠
隔
地
貿
易
シ
ス
テ
ム
へ
の
依
存
か
ら
離
れ
、

ロ
シ
ア
帝
国
内
で
完
結
す
る
閉
鎖
経
済
を
指
向
す
る
」（
二
三
〇
頁
）
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と
の
指
摘
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
以
後
の
工
業
化
は
ロ
シ
ア
帝
国
領

域
を
維
持
す
る
こ
と
で
進
め
ら
れ
た
の
か
と
推
察
さ
れ
、
評
者
の
批

判
は
的
を
射
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
第
三
章
で
述
べ
ら

れ
た
一
八
六
一
年
の
広
東
港
開
港
や
、
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
内
鉄
道
網

拡
大
を
ど
の
よ
う
に
閉
鎖
経
済
化
と
関
連
づ
け
る
か
を
知
り
た
い
。

ま
た
、
初
期
工
業
化
と
近
代
化
の
関
係
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ⅲ

は
近
代
の
始
ま
り
で
は
な
く
工
業
化
の
始
ま
り
に
留
め
て
良
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　

次
に
、
赤
更
紗
へ
の
憧
憬
と
ロ
シ
ア
初
期
工
業
化
の
関
係
に
つ
い

て
、
英
国
の
イ
ン
ド
更
紗
へ
の
憧
憬
に
よ
っ
て
模
倣
産
業
化
に
成
功

し
た
こ
と
に
重
ね
て
対
照
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
製
綿
織

物
が
ペ
ル
シ
ア
で
失
敗
し
、
中
央
ア
ジ
ア
で
成
功
し
た
原
因
の
説
明

と
し
て
的
確
で
あ
り
、
経
路
依
存
を
手
が
か
り
と
し
て
経
済
史
と
メ

ン
タ
リ
テ
ィ）2
（

と
を
上
手
く
接
続
し
た
点
で
高
く
評
価
で
き
る
。

（
2
）　
全
体
に
対
す
る
批
評

①
陸
路
貿
易

　

近
代
欧
州
お
よ
び
日
本
の
海
路
貿
易
に
な
じ
ん
だ
評
者
に
と
っ
て
、

本
書
は
陸
路
貿
易
に
独
自
の
躍
動
感
が
存
在
す
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
。

　

た
と
え
ば
、
ブ
ハ
ラ
商
人
は
秋
か
ら
春
に
か
け
て
ラ
ク
ダ
を
用
い

て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
編
成
し
、
大
規
模
な
場
合
は
五
〇
〇
〇
頭
の
ラ

ク
ダ
を
引
き
連
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
時
速
約
三
・
五
㎞
で
一
日
一
五

時
間
進
む
と
い
う
仮
定
で
、
各
地
へ
の
到
達
日
数
を
試
算
し
て
い
る

点
が
丁
寧
で
あ
る
。
俄
か
に
は
想
像
し
に
く
い
陸
路
貿
易
の
具
体
的

日
数
が
想
像
で
き
る
た
め
、
こ
の
辺
り
の
叙
述
は
非
常
に
興
味
深
い

（
一
四
七
頁
）。

　

少
し
お
願
い
を
す
る
と
、
本
書
を
追
う
ご
と
に
陸
路
貿
易
の
具
体

像
が
深
ま
っ
た
が
、
そ
の
具
体
性
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
体
制
、
移
動
日
数
、

危
険
度
な
ど
）
を
ど
こ
か
一
か
所
に
ま
と
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
目

次
ⅸ
の
次
頁
の
地
図
「
ア
ジ
ア
商
人
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
英

国
製
綿
織
物
の
貿
易
ル
ー
ト
を
記
し
て
ほ
し
い
。
英
国
・
中
央
ア
ジ

ア
間
の
綿
織
物
貿
易
に
ロ
シ
ア
政
府
が
介
在
し
、
貿
易
ル
ー
ト
が
変

更
さ
れ
た
と
の
く
だ
り
（
一
四
〇
～
一
四
二
頁
）
は
、
中
央
ア
ジ
ア

に
お
け
る
露
英
競
争
が
躍
動
感
を
も
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、

読
者
と
し
て
は
地
図
で
再
認
し
た
く
な
る
。

②
連
続
説
に
よ
る
ロ
シ
ア
工
業
化

　

こ
れ
は
序
章
Ⅲ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
通
例
、
経
済
史
は
綿
工
業

の
進
展
に
よ
っ
て
工
業
化
や
産
業
革
命
が
論
じ
ら
れ
る
か
ら
、
本
書

に
よ
っ
て
一
八
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
工
業
化
と
い
う
通
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説
は
相
対
化
さ
れ
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
頃
に
か
け
て
工

業
化
が
進
展
し
た
と
の
修
正
が
迫
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
意
味
で
本
書
は
遅
れ
た
ロ
シ
ア
経
済
像
を
相
対
化
で
き
た
と
い
え

る
。

　

と
は
い
え
、
一
九
世
紀
後
半
の
重
工
業
化
に
同
世
紀
前
半
の
軽
工

業
化
を
加
え
た
だ
け
で
は
な
い
か
と
い
う
否
定
的
見
解
も
評
者
は

も
っ
て
し
ま
う
。

　

確
か
に
農
奴
解
放
（
一
八
六
〇
年
）
か
ら
ロ
シ
ア
革
命
（
一
九
一

七
年
）
ま
で
を
資
本
主
義
段
階
と
し
て
き
た
ソ
連
型
ロ
シ
ア
経
済
史

観
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
農
奴
解
放
以
前
の
資
本
主
義
段
階
を
探
り

出
す
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
断
絶
説
で
は
な
く
連
続
説

が
採
用
さ
れ
る
点
は
理
解
で
き
る
し
、
実
際
、
本
書
全
体
に
説
得
性

が
あ
る
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
一
九
世
紀
全
体
を
工
業
化
段
階
に

あ
っ
た
と
規
定
し
た
場
合
、
前
世
紀
と
の
連
続
性
は
何
に
よ
っ
て
保

証
さ
れ
る
の
か
。
工
業
化
を
扱
う
こ
と
自
体
が
断
絶
説
に
基
づ
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
序
章
は
、
著
者
が
ソ
連
崩
壊
と
い
う
政
治
的

断
絶
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
一
九
世
紀
前
半
の
経
済
的

断
絶
を
軽
視
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

③
西
洋
中
心
史
観
の
相
対
化

　

他
方
、
経
済
的
断
絶
の
軽
視
に
関
わ
り
、
も
う
一
つ
の
意
図
で

あ
っ
た
西
洋
中
心
史
観
（
本
書
で
は
西
欧
中
心
史
観
）
の
相
対
化
も

決
着
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）3
（

。
確
か
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
の

英
国
製
更
紗
の
撤
退
を
ふ
ま
え
れ
ば
相
対
化
は
成
功
し
て
い
る
が
、

染
色
技
術
の
導
入
は
西
洋
牽
引
的
で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
玉
木
俊
明
氏
が
述
べ
る
よ
う
な
「
化
学
工
業
や
鉄
工

業
ま
で
を
含
め
た
工
業
化
が
、
果
た
し
て
ア
ジ
ア
の
商
品
の
輸
入
代

替
化
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
」）
4
（

と
評
者
は
疑
問
視
し
な
い
。
産
業

革
命
論
や
工
業
化
論
に
重
化
学
工
業
化
を
必
須
と
す
る
観
点
自
体
が

西
洋
（
ま
た
は
英
国
）
中
心
史
観
で
あ
る
。

　

問
題
は
む
し
ろ
、
本
書
の
随
所
で
述
べ
ら
れ
た
ロ
シ
ア
製
綿
織
物

の
市
場
拡
大
に
必
ず
付
随
す
る
露
英
競
争
に
あ
る
。
更
紗
に
関
し
て

は
ペ
ル
シ
ア
で
英
国
勝
利
、
中
央
ア
ジ
ア
で
ロ
シ
ア
勝
利
と
な
り
、

露
英
輸
出
競
争
の
勝
敗
は
一
勝
一
敗
で
あ
る
（
清
国
は
露
英
混
在
）。

近
年
の
経
済
史
研
究
は
英
国
過
小
評
価
の
勢
い
が
止
ま
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
個
別
の
商
品
ご
と
に
輸
出
勝
敗
は
異
な
る
に
し
て
も
、

英
国
製
綿
織
物
が
世
界
と
戦
っ
た
事
実
と
大
き
さ
が
、
本
書
お
よ
び

参
考
文
献
群
の
よ
う
に
英
国
相
対
化
を
め
ざ
す
夥
し
い
量
の
研
究
増

加
と
と
も
に
確
証
さ
れ
て
い
く
と
い
う
逆
説
的
な
結
果
に
な
っ
て
お

り
、
本
書
も
そ
の
逆
説
か
ら
自
由
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

本
書
を
通
じ
て
も
、
英
国
製
綿
織
物
輸
出
の
世
界
的
規
模
を
再
認
せ
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ざ
る
を
え
な
い
。

　

ま
た
、
西
洋
の
相
対
化
を
目
指
す
あ
ま
り
、
ロ
シ
ア
製
綿
織
物
の

中
央
ア
ジ
ア
輸
出
と
い
う
事
態
は
肯
定
的
に
捉
え
過
ぎ
て
い
る
感
が

あ
る
。
こ
れ
に
関
わ
り
、
第
六
章
で
述
べ
ら
れ
た
一
九
世
紀
後
半
の

中
央
ア
ジ
ア
の
農
民
衣
料
の
転
換
、
す
な
わ
ち
、
自
家
製
麻
織
物
か

ら
既
成
綿
織
物
へ
の
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た

英
国
製
品
の
全
面
的
浸
透
を
否
定
す
る
一
方
で
、
ロ
シ
ア
製
品
の
浸

透
に
つ
い
て
は
長
期
間
に
わ
た
る
ロ
シ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
関
係
の
経

路
依
存
を
踏
ま
え
て
、《
そ
れ
で
良
し
》
と
結
ば
れ
た
感
が
強
い
。

こ
の
点
に
、
ロ
シ
ア
中
心
主
義
を
読
み
取
れ
る
。
西
洋
の
工
業
化
に

よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
後
発
資
本
主
義
化
（
工
業
化
）
が
促
進
さ
れ
た
こ

と
は
本
書
で
も
認
め
て
は
い
る
の
だ
が
（
特
に
第
二
章
の
染
色
業
）。

　

経
済
史
研
究
で
西
洋
中
心
史
観
の
相
対
化
が
本
当
に
必
要
な
の
か

ど
う
か
、
再
検
討
す
る
余
地
は
残
っ
て
い
る
。

④
モ
ノ
研
究

　

非
常
に
広
範
か
つ
錯
綜
し
た
綿
織
物
貿
易
を
扱
い
な
が
ら
、
赤
更

紗
の
輸
入
代
替
に
ロ
シ
ア
初
期
工
業
化
の
筋
道
を
見
出
し
た
点
に
感

服
す
る
。
そ
の
意
味
で
モ
ノ
研
究
は
成
功
し
て
い
る）（
（

。
更
紗
ま
た
は

赤
更
紗
の
取
り
上
げ
ら
れ
方
を
意
識
し
て
全
体
を
読
め
ば
、
本
書
の

醍
醐
味
は
深
く
押
し
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
口
絵
に
掲
げ
ら
れ
た
赤
更
紗
の
衣
類
群
は
、
歴
史
的
憧
憬
と

い
う
形
で
ロ
シ
ア
の
綿
織
物
業
を
突
き
動
か
し
た
と
同
時
に
、
塩
谷

氏
の
研
究
生
活
を
も
突
き
動
か
し
た
の
だ
と
評
者
は
確
信
し
て
い
る
。

（
（
）		

対
清
貿
易
は
一
七
二
七
年
の
キ
ャ
フ
タ
条
約
の
縛
り
が
あ
り
清

国
商
人
の
来
市
は
な
か
っ
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
商
人
が
介
在
す
る
こ

と
で
清
国
商
人
と
の
交
流
が
可
能
で
あ
っ
た
（
一
〇
五
頁
）。

（
2
）		

高
田
和
夫
は
誰
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
な
の
か
と
疑
問
視
し
て
い
る

（
高
田
和
夫
「《
書
評
》
塩
谷
昌
史
著
『
ロ
シ
ア
綿
業
発
展
の
契
機

─
ロ
シ
ア
更
紗
と
ア
ジ
ア
商
人
─
』」『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
』
第
一

九
号
、
二
〇
一
五
年
、
一
五
四
～
一
五
五
頁
）。
確
か
に
文
献
か

ら
裏
づ
け
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
三
世
紀
に

わ
た
る
長
期
輸
入
を
考
慮
す
れ
ば
、
企
業
家
・
技
術
者
な
ど
の
生

産
者
か
ら
農
民
・
遊
牧
民
な
ど
の
消
費
者
に
わ
た
り
、
ロ
シ
ア
の

人
々
が
赤
更
紗
を
憧
憬
し
た
で
あ
ろ
う
点
は
推
察
で
き
る
。

（
3
）		

高
田
和
夫
は
西
欧
と
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
と
中
央
ア
ジ
ア
と
い
う

構
図
を
本
書
か
ら
読
み
取
り
、
相
互
の
関
係
に
お
い
て
大
き
な
段

差
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
高
田
、
一
五
〇
～
一
五
一
頁
）。

（
4
）		

玉
木
俊
明
「
書
評
『
ロ
シ
ア
綿
業
発
展
の
契
機
─
ロ
シ
ア
更
紗

と
ア
ジ
ア
商
人
─
』」（『
比
較
経
済
体
制
研
究
』
第
二
一
号
、
二

〇
一
五
年
三
月
、
一
一
三
頁
）。

（
（
）		
民
族
学
と
民
俗
学
の
差
異
に
関
す
る
玉
木
俊
明
の
指
摘
に
は
同

感
す
る
（
玉
木
、
一
一
六
頁
）。
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塩
谷
昌
史
著
『
ロ
シ
ア
綿
業
発
展
の
契
機
─
ロ
シ
ア
更
紗
と
ア
ジ
ア
商

人
─
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
一
四
年
二
月
刊
、
Ａ
（
判
、
ⅸ
＋
二
七
三

頁
、
本
体
価
格
四
、
五
〇
〇
円
）

（
い
わ
も
と
　
し
ん
い
ち
・
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
研
究
員
、

同
大
学
他
非
常
勤
講
師
）


